
７
月
１
日
、
自
民
公
明
安

倍
内
閣
が
「
集
団
的
自
衛
権

の
行
使
を
認
め
る
」
方
針
を
、

閣
議
で
決
定
し
ま
し
た
。
集

団
的
自
衛
権
と
は
、
日
本
が

攻
め
ら
れ
た
わ
け
で
も
何
で

も
な
い
の
に
、
わ
ざ
わ
ざ
海

外
へ
出
か
け
て
ア
メ
リ
カ
の

戦

争

に

参

加

す

る

こ

と

で

す
。
憲
法
違
反
は
明
白
で
、

従
来
の
政
府
の
解
釈
さ
え
踏

み
に
じ
る
も
の
、
戦
後
日
本

の
平
和
憲
法
の
歴
史
を
根
本

的
に
ひ
っ
く
り
返
そ
う
と
す

る
大
暴
挙
と
言
う
べ
き
も
の

で
す
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
７

日
、
井
上
議
員
が
議
会
で
質

問
し
ま
し
た
。

●
井
上
議
員
→
私
は
憲
法
違

反
だ
と
考
え
る
が
、
市
長
の

見
解
は
？

○
市
幹
部
答
弁
→
論
点
と
し

て
①
内
閣
で
の
解
釈
変
更
、

②
集
団
的
自
衛
権
行
使
、
の

二
点
が
あ
る
。
①
は
ど
こ
ま

で
可
能
か
む
ず
か
し
い
。
②

は
外
交
上
の
問
題
を
考
慮
し

て
決
定
さ
れ
た
。
政
府
は
説

明
責
任
を
果
た
し
て
頂
き
た

い
。
今
後
、
国
会
に
お
い
て

関
連
法
等
の
十
分
な
議
論
を

願
っ
て
い
る
。

●
見
解
を
聞
い
て
い
る
。
①

市
長
に
も
憲
法
擁
護
義
務
は

あ
る
か
。
②
行
政
は
憲
法
と

法
律
に
基
づ
い
て
す
す
め
る

と
理
解
し
て
い
い
か
。

○
①
擁
護
義
務
は
あ
る
。
②

憲
法
に
基
づ
い
て
行
政
を
行

っ
て
い
く
。

●
「
武
力
の
行
使
」
と
の
今

回
の
内
閣
方
針
は
、
誰
が
ど

う
考
え
て
も
「
武
力
の
行
使

は
永
久
に
放
棄
、
国
の
交
戦

権
は
認
め
な
い
」
と
の
憲
法

第
９
条
に
違
反
す
る
。
憲
法

を
守
り
、
憲
法
に
基
づ
く
行

政
を
進
め
る
べ
き
。
こ
の
立

場
か
ら
国
に
声
を
挙
げ
よ
。

○
む
ず
か
し
い
問
題
だ
。

地
下
鉄
九
条
駅
近
く
（
西

入
上
る
）
に
あ
る
市
立
市
営

の
障
害
者
施
設
＝
「
若
杉
学

園

」
（

写

真

右

下

）

が

、

木

津
川
市
に
本
部
を
置
く
社
会

福
祉
法
人
「
京
都
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
協
会
」
に
民
間
移
管

●
従
来
、
政
府
も
「
現
憲
法

上
、
集
団
的
自
衛
権
は
認
め

ら
れ
な
い
」
と
言
っ
て
き
た
。

今
回
の
決
定
は
、
過
去
の
政

府
自
身
を
も
欺
く
も
の
だ
。

○
ど
の
範
囲
ま
で
許
容
さ
れ

る
か
。
む
ず
か
し
い
。

●
三
重
県
の
松
阪
市
長
は
憲

法
違
反
で
政
府
を
訴
え
る
と

の
こ
と
。
感
想
は
。

○
今
後
、
憲
法
と
の
整
合
性

に
つ
い
て
国
会
で
議
論
さ
れ

て
い
く
。

さ

れ

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。
「
公

設

民
営

」

で

は

な

く
、
施
設
自
体
を
売
却
（
土

地
は
無
償
貸
与
）
し
ま
す
か

ら
、
「
委
託
」
で
は
な
く
「
移

管
」
と
な
り
、
従
っ
て
今
後

は
「
民
設
民
営
」
の
施
設
と

な
り
ま
す
。
三
法
人
か
ら
応

募
が
あ
り
ま
し
た
が
、
選
考

の
上
、
当
法
人
に
決
ま
り
ま

し
た
。

井
上
議
員
も
か
つ
て
は
民

間
福
祉
分
野
で
働
い
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
民
間
へ
の
思

い
入
れ
は
人
一
倍
で
す
が
、

や
は
り
市
が
公
的
責
任
を
後

退
さ
せ
る
の
は
問
題
あ
り
と

考
え
ま
す
。
乞
う
、
ご
意
見
。
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戦争への国づくりを決めた７／１の安倍内閣の方

針に反対し、早速７／３には集会とデモ行進。雨に

も負けずたくさんの市民が参加。井上議員も、この

日、出張から帰京、京都駅からまっすぐに参加し、

「憲法違反の閣議決定は撤回せよ」「わざわざ海外

へ戦争に『出張』するな」と声を挙げました。

安
倍
内

閣
が

「
戦
争
す
る
国
」
へ
の
方
針
を
決
定

安
倍
内

閣
が

「
戦
争
す
る
国
」
へ
の
方
針
を
決
定

戦
後

年
の
平
和
の
歴
史
を
覆
す
憲
法
違
反
の
暴
挙

65

６月２３日、井上議員の紹介で、「ＪＲ西大

路駅のバリアフリー化を求める実行委員会」

の皆さんが京都市と懇談されました。１０人

余りの皆さんが参加され、一日も早い実現を、

と強く要求、市は「我々からもＪＲ側に求め

ている」との回答でした。引き続き、ＪＲ西

日本にも懇談申し入れの予定です。

市
立
若
杉
学
園
を
民
間
に
売
却


